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香
取
遺
産

　

7
月
は
皆
既
日
食
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
当
日
は
曇
り
や
雨
で
そ
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
忠
敬
や
孫
の
忠た
だ

誨の
り

も
、
観
測
地
の
経
度
を
求
め
る

た
め
、
天
候
に
注
意
し
な
が
ら

日
食
や
月
食
を
観
測
し
て
い
ま

し
た
。

　

地
球
は
1
周
24
時
間
で
自

転
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
忠

敬
の
い
る
所
で
東
京
よ
り
1
時

間
遅
れ
て
日
食
が
観
測
さ
れ
た

ら
、
経
度
は
東
京
か
ら
15
度
ず

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
時
間
を
測
っ
た
の
が
、
垂

揺
球
儀
と
い
う
振
り
子
時
計
で

す
。

　

伊
能
忠
敬
記
念
館
で
は
、
昭

和
32
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
、
忠
敬
が
全
国
測
量
で

使
用
し
た
も
の
と
、
平
成
21
年

7
月
に
追
加
指
定
さ
れ
た
、
忠

誨
が
使
用
し
た
も
の
の
、
2
個

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

時
計
と
い
っ
て
も
、
現
在
の

よ
う
に
時
刻
を
表
示
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
錘
お
も
り

が
重
力

で
落
ち
る
力
を
利
用
し
て
振
り

子
を
振
ら
せ
、
そ
の
振
動
で
歯

車
を
回
し
て
い
き
、
振
動
数
を

表
示
し
ま
す
。

　

忠
敬
の
も
の
は
、
上
か
ら

振
動
の
回
数
の
1
か
ら
99
ま

で
、
1
0
0
か
ら
9
0
0
ま

で
、
1
0
0
0
か
ら
9
0
0
0

ま
で
を
表
示
す
る
表
示
盤
が
あ

り
、
向
か
っ
て
右
下
に
1
万
か

ら
9
万
ま
で
、
左
下
に
10
万
か

ら
90
万
ま
で
を
表
示
す
る
窓
が

あ
り
ま
す
。

　

忠
誨
の
も
の
は
、
上
下
2
つ

の
表
示
盤
が
あ
り
、
上
は
外
円

に
1
か
ら
99
、
内
円
に
1
0
0

「日本に数個しか存在しない振り子時計」

か
ら
9
0
0
ま
で
を
、
下
は

1
0
0
0
か
ら
9
0
0
0
ま
で

を
表
示
し
ま
す
。
向
か
っ
て
左

下
に
1
万
か
ら
9
万
ま
で
、
右

下
に
10
万
か
ら
90
万
ま
で
を
表

示
す
る
窓
が
あ
り
ま
す
。
日
食

観
測
資
料
に
よ
る
と
1
日
6
万

回
ほ
ど
振
動
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
振
り
子
時
計

は
、
日
本
国
内
で
は
ほ
か
に
、

滋
賀
県
の
近
江
神
宮
時
計
博
物

館
に
1
個　

富
山
県
射
水
市
新

湊
博
物
館
の
石
黒
信
由
関
係
資

料
に
1
個
、
個
人
2
人
が
1
個

ず
つ
、
神
奈
川
県
の
江
戸
民
具

街
道
に
1
個
の
合
計
5
個
が
確

認
で
き
る
だ
け
で
す
。

　

現
在
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
で

開
催
中
の
特
別
展
で
は
、
記
念

館
所
蔵
の
垂
揺
球
儀
2
個
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

︵
会
期
11
月
15
日
㈰
ま
で
︶

₉月の主な行動 物を狙って船が走る !
「うなぎ鎌漁」最盛期大

戦
国
の
房
総
と
北
条
氏

　
　
　
　
　

黒
田
基
樹
／
著

　

戦
国
時
代
の
千
葉
県
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
？
下
総
千
葉

氏
・
上
総
武
田
氏
な
ど
、
下

総
・
上
総
に
お
け
る
中
心
的

な
政
治
勢
力
に
つ
い
て
考
察
。

戦
国
大
名
北
条
氏
と
房
総
地

域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

著
者
が
こ
れ
ま
で
著
し
て
き

た
文
章
の
う
ち
、
自
治
体
史

な
ど
一
般
向
け
に
書
い
て
き

▲忠敬が使用した垂揺球儀 ▲忠誨が使用した垂揺球儀

垂
すい　よう　きゅう　ぎ

揺球儀

た
も
の
を
中
心
に
ま
と
め
た

1
冊
。

図
説　

戦
国
武
将
あ
の
人
の

「
そ
の
後
」

　
　

日
本
博
学
倶
楽
部
／
著

　

戦
国
時
代
に
お
き
た
数
々

の
戦
い
を
境
に
、
武
将
を
は

じ
め
、
そ
の
兄
弟
や
妻
、
子

ど
も
、
お
家
が
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
乱
世
を
駆
け
ぬ
け
た

か
を
豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
で
紹

介
。 

（※）

　利根川では、北総漁業協同組合の皆さんによる「うなぎ鎌漁」が
最盛期を迎えています。鎌漁は、₅ｍほどの棒の先に₃つの針が付
いた熊手のような「かま」と呼ばれる道具を使って行われ、漁師さ
んが₁人で船を走らせながら、片足で巧みに舵をとり、かまで川底
を探りうなぎを捕らえる漁です。この時期のうなぎは、産卵のため
海に下る「下りうなぎ」と呼ばれ、期間も数も少ない貴重な天然の
うなぎです。
　漁はこれから11月下旬まで行われ、捕らえたうなぎは白焼きにし
て、漁業協同組合で予約販売も行っています。

▲漁につかう「かま」（上左）、この日とれた天然うなぎ（上右）、₁艘に₁人で漁を行う（下）

　

千
葉
「
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
コ
ミ
ッ

ト
」
が
、
市
内
の
3
歳
か
ら
小
学
1

年
生
ま
で
約
1
0
0
人
が
参
加
し
、

9
月
27
日
利
根
川
河
川
敷
サ
ッ
カ
ー

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

市
原
・
千
葉
サ
ッ
カ
ー
お
と
ど
け
隊

の
コ
ー
チ
の
指
導
に
よ
り
、
最
初
は

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
遊
び
か
ら

始
め
、
最
後
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
う

ま
で
に
上
達
。子
ど
も
た
ち
は
、サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
係
わ
り
な
が
ら
、
外
で
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
原
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
皆

さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見

な
が
ら
一
緒
に
汗
を
流
し
て
く
れ
ま

し
た
。

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
コ
ミ
ッ
ト

間
と
一
緒
に
元
気
に
遊
ぶ
!

仲

▲コーチからサッカーの楽しさを学ぶ子どもたち

（※）
は
現
在
絶
版
の
本
で
す

₉月₂日㈬　市議会₉月定例会開会

　　₄日㈮　市議会₉月定例会

　　₅日㈯　�小見川中・山田中・栗源中・

　　　　　　佐原第三中・佐原中運動会

　　₆日㈰　�スリランカ民主社会主義共和国 

首相歓迎会

　　₇日㈪　�市議会決算審査特別委員会（8日

まで）

　　₉日㈬　�｢実りの秋・収穫の秋｣ 知事メディ

アＰＲ対応

　　11日㈮　市議会総務企画常任委員会／市議会福祉教育常任委員会

　　12日㈯　栗源小・府馬小・北佐原小・湖東小運動会

　　14日㈪　市議会建設常任委員会／市議会経済環境常任委員会

　　17日㈭　市議会₉月定例会一般質問（18日まで）

　　19日㈯　�佐原小・瑞穂小・小見川北小・小見川中央小・小見川西小・

津宮小運動会

　　20日㈰　佐原区敬老会／佐原区金婚祝賀会

　　25日㈮　市議会₉月定例会最終日

　　26日㈯　山田区敬老祝賀式典

▲県立佐原高等学校インター
ハイ報告会（₉月₃日）
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